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　すつかりごぶさたしてしまいました．ここに芯いたの

は2月のはじめで，軌・た粉鋤；毎口のように降る冬の

眞中でありましたが，いまはC。rnel1大學も　lthacaの町

も，濃い緑の一色に蔽われています．　この地’方はNew

York州のほぼrlll央で，　Fjnger　Lakesと呼ばれる大小の

湖が散在し．その間にゆるやかな岡の起伏があつて，美

しい景色を作V　tEiしています．湖は氷河で刻まれたもの

ですから，雷士五湖などとは趣きか異なり，いささか大

味の景色ともいえるでしよう。侮はまことに矩く，雪が

浴えて芝が青み，チウリッフ．が喫馬ライラソクが莫し

いと見る間に，．早くも本洛的な夏になりました．6月6N

の卒業式で學年が終り，9月はじめまで夏fイ砕力軸きま

す．學生は婦省に旋行に出か；ナ，Ithacaの町は人「1　ri；’ln

分に減りまtた．

　　　　　　　Cornell　大學の時言卜塔

　私のいるの馬工學部の航空學教室です．他の教室・り

ょうにundergraduute　cours∋ft：　tsく，大學院だけです

から，至つて小規模のも．のです．上木の大學院と一緒に

木造2階の假建物にはいつていkすが，建物の大きさは

生産技術研究所の一部一號融よりも小さいでしよう．そ

れでも教官7人，助手學生あわせて40人ぐら，・ですヵ・

ら，かなり窮屈です．實験設備は普通の低速風洞，小型

の衝撃管，材料試験襲置，それに工作装備などで，大し

i谷一郎教授は燗省鮒研究毘して，蹴ア・i
iリカ加一審ル大學に劇帥である．同教搬漸…
iの前身東大第ニ工學部時代から研究に教育に虚力さ

｝れてきたが，魔朝後は東大理工硯所員として研究に
｝專念さnる．

；．・＿文胴徽峨航、れ、。先立つて暢編＝

i集委員曾がおねが冒・した海外通信の第1報である．
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たものはf：if　¢ありません，アメリカの航空學教室という

と，立派なものを想像さnるでしようが，ここの教室の

設f席1よ憲ことに貧弱．て：．す．1946茸…に倉il立されたこと，大

學院だけであること，教授に理論家が多いことなど，．い

ろいろの理山t；考えられます7．：，卜．様の例は他の大學に

もあつて，私には一寸意外に感じられました，しかし教

室の評判はなかなかよく，C．LT．（－Ca］ifornia　Institute

ofTechno！ogy）を除いては，上最位の一つに数えられて

いるようです．

　私は客員教授，ただし無給という餅舎をもらいました．

定つた講義モの他の義務はなく，ただ輪講會・つような形

式で数回講義をしました，あとは向分の勉張をしており

ます．夏体みになつても，教室・二教授たち1よ講義の負癬

から解放されて，研究に專念L．ていますし，．た學院學生

も，この町に家庭を持つていたll，教授の委託研究から

支出される助手を雅ねたりする場含がかなり多ミ，私の

生活はいままでと大して攣りまサん．

　教弓．の事務は，婦人の秘書が一人でやつてt・ます．一

般F・：どこでもp事務をとる人は少数ですが，事務能寧の

よい圃だからできることでしよう．教授たちにしても，

いわゆる雑用は睡めて僅かです．そti．［はみな数室生任に

集るからだといv・ます’．教室主任“’illiamReeSears教

授は，職サ前はC・1．T・の助教疫，それからNorthrop

AirCt．aft　Inc，の設計室に人U，この教宝刀創立と共に

Cornellに來た人です．イf名．s　Theodore　von　K自rman

の愛弟子の一人で，翼理論の領域で有数の研究者Pそ．b．

と同時に教育者としてもすぐれた人で，學生の敬愛を集

めていまず．trるほどS．arsのf　rnは少くないようで．

委員曾委員．會委員愈とこぼしていますが7Lかし私の見

るところ私かかつて第．／1」二墨部で航空機胆教室主任であ

った時に比べれば樂のように思います．もちろん事務能

率のよいためでもありましよう・65馬力の自家用軍座飛

行機を操縦して，たとえばWash1ngtonの研究蓮毅｝會議

などに聞かますが．Ithacaから汽車で10時間のWash－

ingtonまで，飛行機なら2時間はかからずに行けるで

しよう．衝撃管で樹創的な實験叱やっているArthur

Kantrowltz教授は，　Harvard大學に呼ばれて不在でし

たが，ようやく講義が絡つて露つてきました．その他の

教授には，昔速を越すボテンシヤル流の存在を研究して

いるYung・Huai　Kuo，スイスでAckeretと共に衝撃波

と境界暦の干渉を研究していたNichel、as　Rottなどがお

ります．このような顔鵤れからおわかりのように教授陣

の專門はほとんどt”氣力學で，梼造強度方面には，ただ

一人Car］o　Riparbelliがいるに過ぎません．

　大學院の最短修業期間は，Masterが2學期（1年），

Ph．D．が6學期（3年）です，ζれは御承知のように，
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resldence　creditといって，實際に’1≡學して課程を修了

する條件から要求されます．そしてなお諭交を提1月する

ことが必要です．はじめに學生が教授と柵談して，主課

程と副課稚とを選定するのです・，・，航麟』教室のPh・D・

の＿例をあ脚ぱ，主言羅か鵬學測灘がuemva學と

實験物理撃という廊・なeます・撤1よ主課程について

書9tす諮課から一人宛の徽で特別翻會が學生
毎に作）r・n，この委賄が2學期修了後畷格検定’sua

をfi・、n、，それに通過すれば激にとリカ・かる．二とができ

ます．論文提出後には最終試験がありますが，どちらか

といえば最終試uaは形式的で，費㈱定試瞼に重鮎がお

かれていかす，もちろん論文の内容は恵要です．航空學

教｛では，論文がまとまると輪講會で讃み，聴衆の承認

砺騒蜴二慣伽・なつていま一翫．論妙手駿は・從來の

日本の工學博．［：や理學樽［：より1ま瓜いように思います・

試験の席には，大學め職員ならば誰でも出ることができ，

私も傍聴して見ましたが，決定織は特別委員だけが持ツ

ています．以上はPh．D．の話ですが，

Masterの場合はやや簡Vffで，　tl［牒稚

は一つでよく，論交の程度も低く，し

かも資格槍定試験はあηません・

　Ph．D，の大學院學生には，一度どこ

かに就職してから大學に蹄つてきた人

が相當おります．妻君のある人も少な

　くありません．軍關係そe”V他からの委

託研究は，入件費を賄うことができま

すカら，この人たちり生活を支えて，

教室の研究活動に重要な役割を演じて

いるといえるでしよう．

　最後に，Cornell　Aeronauti：a1　Lab・

oratoryについて書きましよう．この

航唯研究所はBuffa！oにあり，Ithaca

　からは200km以上離れています．
Curtiss　Wright　Corporationが研究所

　として持つていたのは，1946｛1とに人も

設備もそのままCornell大學に寄附して凌たもので，こ

　の年は航空學教室の創立されたのと同じです．研究所と

教室とは密接な關係があつて，Seユrs教授は研究所の理

事の一人であP，研究灰の空氣力部オ三任のAlexander

　H．Fiaxは，教室へ講義にきています．しかし距離が遠

いので，Xtt－eLのアルバイト以’／B・は，教室の畢生が實
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験をやりに行くというようなことはありません・研究所

は大學とは濁立の會計で，陸さ嫉空軍その他の委託研究だ

けで支えられています．そのために研究所春瞳が秘密扱

いで一1眠権のない者は1：L・ることがでSません・この

ような研究所は，いまはどこの大學にもあるようですが，

それは紹費のかさむ設備が大學だけではできないこと，

開放的な大學の傳統から．切離した形式にしないと秘獅が

保ち難・こと，・の∴つの理師・ら生ずる必然的な結果

のように思わ桝ます．3．7m＞：2．6mの愛嬢風洞では・昔

速りL2倍までの風速で測定することかIlr能で，試作飛

背機の委託寅験が後から後から績匙・來年夏までの日程

がすでに定衷つていると，風洞主任のIra．　G．　Rossが語

IJま1／．た．この稚度の風洞になると，緑月の電力費は4

萬ドルを越えるでしよう．研究所の総人員は700籐で，

前｛lllこ比べて250’の櫓OII，最近一IF間の耳父入は450萬

ドル伎μ挑劇鯛額），前1自；比べて20％oignnで・

政府の再軍備計書を反映しているように見えます．その

C。rne…I　Aer・nautica！Lab。rat・ryの憂贋風洞

ために，内部の畷的研究にあてられた紹費は・わずか

に5萬ドル，っまり収人総額の1．1％であったというこ

とです．もつともこのような歌態が好ましいことである

かどうかば，一概に何ともいえないζとでしよう．

　まとまりもなく記しましたがおゆるし下さい．できれ

ば勲お1卿したいと思・・ます．　C1952・6・26）

　　　盛況だつた放射性同位元素講習會

　生研放射性同位元素研究委員會主備による第1回放
射性同位元素講脅會は，落成近い生研放射性同位元素
賞験室において6月23日開講，3日間にわたる講義
實習を滞りなく経了して盛曾裡に閉會した．この講習
曾は，近日中に大叢楡入配布見込みりRI（ラジォァイ
ソトープ，放射性同位元素）illnt　tこ備えて所内の研究

陣容を急速に張化することを主口的として開かれたも
ので，各部から計30名を超える少肚研究者が熟心に聴
講したほか，千葉大賢學部からも約10名の参加者があ
り，このうち16名がRI取扱實習’t　fi’つた．この間，

講師として谷教授（第1部）がRI概説，加藤助教提
　（第4部）がRIの工業的慮用7小川助教授（第1部）

が放射能渕定法について講義を行つた他・東大wa學SS
から寛講師，理學部から齋藤助教綬が招囎さtし，それ
ぞれR工堰扱者の健康管理，放射化學概説の講義およ
び實智指導に行つた．とくに化學的取扱いの賓習で
は，貴重な資材を大量に携行された齋薙研一行の絶大
な濫力と，當研仁木助教援，武谷所貝等の獣身的な協
力により，数＋坪の大研う室に所狭きまでに蒸溜，分
離，潰腱等の諸ue置t｛teかt・，暮t・eeL・初夏の午後を

7時近くまで實験をっfける参崩者もあつて盛況を極

めた．

　RI委員曾ではこの成功を契機に懸案のRI慮用を本
格的に推進するほか，年内爽涼の時期をえらんで第2

回講習會を行い，ひろく所外からも参加者をつのつて
RI普及の一役を嬬う豫定「Sある．　（1952．7．2）
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